
 

 

 

 

 

 

5-3 庁内ニュース「Ice Break」 

の発行(資料) 
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このギャップを
埋める一手段が
政策形成力。政
策形成力を確立
し向上を高める
一手段が自治体
シンクタンク。 

 

  

 
 

『Ice Break』は政策創造担当が配信する情報誌です。 

仕事の合間に、少しリラックス。いろんなことを『俯瞰』してみると仕事の幅が広がるの

では･･･そんな思いを込めて名付けました。 

 

今月の目次  

 自治体シンクタンクの役割 

 裕福なまち第１位 

 少子高齢化の進む郊外住宅地 

 政策形成入門講座 

 

政策創造担当なる部署が創設されて早くも１年半が経過しました。そろそろ目に見えた成果を出さ

なくてはと焦りながらも、成果は政策創造担当が直接ださなくても…庁内のどこかで出てくれば良い

のだ！と励まし合っている今日、この頃です。でも、その通りだと思います。政策立案は、政策創造

担当だけでできるものではなく、実際に事業に携わっている全ての職員が、様々な場面で問題意識を

持ち、それを解決していこうという気持ちが重要です。このため、職員の皆さんに

様々な情報を共有していただくために『Ice Break』を発行してみようと考え、今

回試行的につくってみました。定期的にとの約束はできませんが、最低でも４半期

に一度位は、発行する予定でいます（評判が悪ければ「試行版」で終了の可能性も

あります。）。横浜市の「調査季報」や戸田市政策研究所の「めるまが」には、到底

及びませんが…徐々に内容を充実させていきたいと考えています。 

 

 自治体シンクタンクの役割 

政策創造担当は、平成２３年４月に「市民参画型政策研究機関」の中核機能として設置された組織

で、いわゆる「自治体シンクタンク」です。近年、他の自治体でもこの「自治体シンクタンク」の設

置が目立つようになってきました。「政策形成の戦略と展開（牧瀬稔著）」によると、設置の理由は、

大きく５点、①地方分権の影響、②住民ニーズの多様化・多発化、③企画部門の制度疲労、④財政難

（予算の削減）⑤議員からの質問・要望としています。この中

に自治体シンクタンクの役割を分かりやすく説明している図

がありましたので引用してみました。右図をご覧ください。縦

軸は自治体職員数の増減、横軸は住民ニーズの多様化・多発化

の度合いを示しています。そして、時代の流れが左から右に進

むことを示しています。 

自治体職員数（X）は、時代の経過とともに減少していく傾

向にある一方、住民ニーズは時代が進むにつれて多様化し多発

化することにより自治体の業務量が拡大していくことになり

ます。その結果、右側にある三角形の部分がギャップとして生

じてしまいます。このギャップを埋める一手段が「政策形成力」

で、この政策形成力を確立し向上する一つの方法が自治体シンクタンクであるということです。ま

た、横軸の住民ニーズの多様化・多発化を地方分権に伴う権限移譲による「業務量の増大」に置き

換えてもよいとしています。とても理解しやすい図だなと感じつつ、今までと同じ方法では、仕事

は溜まる一方で、市民サービス向上も望めないということを改めて感じさせられました。 

まだ、スタートして間がないといえ、既に 1 年半が経過しました。時代の変化を常に的確に捉え、

市民サービス向上をめざし、効果的な政策立案に皆さんとともに取り組んでいきたいと考えています。

「自治体」シンクタンクは、理論だけではなく実践を伴う研究ができることが特徴です。その特徴を
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最大限生かして、皆さんとともに鎌倉の魅力を向上させていきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

 裕福なまち第１位 

日本のいい街 2012 が週刊東洋経済（10／13）で紹介されました。これは、東洋経済新聞社報

が毎年発行している「都市データパック」のデータを基に分析したもので、都市データパック 2012

年版に既掲載の「住みやすい街」ランキングの他、「発展力のある街」「高齢者が住みよい街」「安心・

安全な街」「裕福な街」「出産・子育てしやすい街」「財政力のある街」の 6 分野について全国ランキ

ングを 1 位から 150 位まで紹介しています。さて、鎌倉市のランキングは？というと、「裕福な街」

では堂々の第 1 位、その他「住みやすい街」ランキングでは 25 位、「安心・安全な街」では 51 位、

その他の分野では 150 位以内のランキングはありませんでした。評価の視点は、例えば「裕福な街」

ランキングでは、納税者一人当たりの所得・持家世帯比率・1 住宅当たり延べ面積・平均地価・生活

保護被保護実人員数・小売業年間商品販売額の項目を、「安心・安全な街」では、建物火災件数・交

通事故発生件数・刑法犯認知件数・都市公園面積・南海トラフ地震最大震度予測の項目を順位比較し、

算定しています。なるほどと思う反面、この数値だけで判断するべきかなぁとも思われます。特に住

みやすいかどうかは、主観的な部分が多く、客観基準で比較できるものではないと思いながらも、真

摯に受け止め、今後の政策立案の参考にしていきたいと考えています。参考までに、県内自治体の順

位を紹介します。都市間競争が激化する時代、全ての分野で上位にランクされるまちでありたいと思

います。 

○住みやすい街ランキング（括弧内の数値が順位） 

鎌倉市（25）、逗子市（37）…公表は 40 位まで 

○発展力のある街ランキング 

茅ヶ崎市（15）、伊勢原市（48）、綾瀬市（66）、川崎市（95）、藤沢市（118） 

○安心・安全な街ランキング 

逗子市（30）、鎌倉市（51）、秦野市（78）、茅ヶ崎市（115）、川崎市（123）、横浜市（138）、

横須賀市（142） 

○裕福な街ランキング 

鎌倉市（1）、逗子市（9）、茅ヶ崎市（140） 

○財政力のある街ランキング 

藤沢市（75）、海老名市（83）、座間市（100）、大和市（126）、茅ヶ崎市（127）、平塚市（134） 

○出産・子育てしやすい街ランキング、○高齢者が住みよい街ランキングは、県内市町のランキング

なし。 

 少子高齢化の進む郊外住宅地 

本市には、高度経済成長期に開発された住宅地が数多くあります。昭和 35 年に 98,617 人

（23,828 世帯）であった人口が、昭和 45 年には 139,249 人（39,026 世帯）と 10 年の間に

約 1.4 倍に増えていることからも、その数の多さを実感することができます。開発からおよそ半世

紀が経過した今、これらの住宅地では、当初購入者の一斉高齢化により、著しい高齢化が進行してい

ます。具体的な数値を見てみると、本市の平均高齢化率約２８％に対し、例えば鎌倉逗子ハイランド

４７％今泉４３％となっています。（平成２４年４月１日現在）高齢化の進行は、空地・空き家の増

加、コミュニティや地域活力の低下を引き起こし、さらに移動や買い物困難など住民の将来不安の増

加につながります。このまま同時多発的にこの様な高齢化が進めば、都市経営にも大きな影響を及ぼ

すことは否めません。今後、全国的にも深刻になる少子高齢化の課題に対し、本市では今泉台をモデ

ルにその課題や対応策、いつまでも安心して住み続けることができるまちをつくるための住民と行政

の役割分担などを検討することを目的に庁内関連課と連携し、昨年 10 月にプロジェクトチームを設

置しました。これまで住民の方々との協働体制を整えるとともに課題の抽出や順位づけなどを行い、

今年 6 月には、「社会技術研究開発センター」の研究開発プロジェクトである「コミュニティで創る

新しい高齢社会のデザイン」に応募しましたが、残念ながら採択には至りませんでした。現在は、こ

のプロジェクトに協力していただける大学・企業と地域住民を交え、具体的な進め方について協議を
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進めています。複雑・高度化する課題を解決するためには、単独の部署だけでなく庁内一丸となって

経験や知識を集結させることが必要です。また、大学や企業の協力を得ることや、外部の補助金を獲

得することが効果的なことはいうまでもありません。先進的な取り組みをしている自治体では、この

様な手法が積極的に導入されているようです。本市でもこの様な取り組みが定着するようにしていき

たいものです。プロジェクトの進捗状況等については今後時期を捉えご報告していくようにします。 

*.....* プロジェクトメンバーより *.....* 

昨年１０月に３つめの兼務辞令が出て、以来毎週木曜日の 15 時には、なぜか政策創造担当の専用

会議室（？）となった大谷副市長の応接室で打ち合わせを行っています。技術職であるために、どう

しても仕事上関わりのある課が限定されてしまいがちの私にとっては、庁内の各部署から集まったメ

ンバーと、いろいろなことで喧々諤々と議論をしたり、ない知恵を絞り合いながら、課題解決のため

に取組むこのプロジェクトは、何とも刺激的な時間です。「もうダメかな」と思った時に、「渡りに船」

のような話が来たり、紆余曲折しながら、何とか前進しているようなところもありますが、偉大な使

命を達成するために、これからもがんばります！！ 

 

 政策形成入門講座 

少子高齢化が進行しているのはわかっているけど、他都市と比較してどうなのだ

ろう。今後、どんなスピードで進行し、どんな影響がでてくるのだろう。財政は…

公共施設の維持管理は…エネルギー問題は…等々。「問題意識は持っているものの、

なかなかじっくり考える時間がなくて。」と思っている職員は多いと思います。この

ため、政策創造担当では、この様な市の抱える問題について担当部署や専門家（政

策創造専門委員）を交え議論をし、その解決方法を考える「政策形成入門講座」を開催することにし

ました（それぞれの課題については、開催会毎に担当部署からわかりやすく説明をします。）。ぜひこ

の機会に参加して、視野を広げ、積極的に政策立案に取り組んでみましょう。なお、今年度は試行と

して、３回程度の開催を予定しています。第１回目の開催は下記のとおりです。多くの皆さんの参加

をお待ちしています。 

日 時：平成 24 年 11 月 28 日（水）17:45～19:45  場所：８２２会議室 

テーマ：鎌倉市の現状を分析する 

（鎌倉の将来人口や財政の推移を予想し、将来の姿を専門委員を交え皆で議論します。） 

 

*.....* 政策創造専門委員から（発行によせて）*.....* 

｢縦割り｣と批判されることの多い行政組織ですが、資金・資源を投資して利益を求

める企業とは違って、資源を配分して「公共の福祉」を実現するためには、健康福祉、

教育、インフラ整備などの異なった分野ごとの責任体制を明確にする縦割りは必要で

す。ただし、地域社会に責任を持つ公務員として、広い視野を持った専門性がさらに

重要なのは言うまでもありません。その意味で、この『Ice Break』が、分野横断、政策創造の視点

からの情報交流の機能を果たすことを期待しています。 

 

◆◇◆ その他 ◆◇◆ 

ご意見等ありましたら下記までお願いします。 

また、原則として無断転載を禁じます。なお、転載を希望される方はご相談ください。 

◆◇◆ 『Ice Break』関するお問い合わせ ◆◇◆ 

 鎌倉市 政策創造担当 

神奈川県鎌倉市御成町 18 番 10 号 

TEL：0467-23-3000 （代表） 

   （内線 2793） 

FAX：0467-23-8700 

mail：souzo＠city.kamakura.kanagawa.jp 
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『Ice Break』は政策創造担当が配信する情報誌です。 

仕事の合間に、少しリラックス。いろんなことを『俯瞰』してみると仕事の幅が広がるの

では･･･そんな思いを込めて名付けました。 

 

今月の目次  

 NISSAN New Mobility CONCEPT 試乗会＆ワールドカフェを開催 

 第１回 政策形成入門講座の開催 

 ソーシャルメディア facebook を活用した研究をスタート 

 第２回 政策形成入門講座 

 

Ｖｏｌ．１を１１月に発行した際、できれば四半期に一度位の頻度で発行していきたいと書いてい

たにもかかわらず…約１ヶ月後に発行することができました。しかし、この様なペースで定期的に発

行することは非常に困難で、「当初はマメに発行していたのに」「はじめだけだった。」

などと思われるのが明らかなので、今回はあえて「番外編」とさせていただきまし

た。平成２４年も残すところあとわずかとなりました。今年のことは今年のうちに

ということで、１１～１２月に開催したイベントを含め、Ｖｏｌ．１発行後のトピ

ックスを紹介いたします。 

 

 NISSAN New Mobility CONCEPT 試乗会＆ワールドカフェを開催 

１１月２３日（金・祝）に日産自動車株式会社と共同で次世代の電気自

動車の試乗会と鎌倉の未来について考えるワールドカフェを開催しまし

た。 

日産自動車は、高齢者や単身者世帯の増加、乗用車の近距離移動・少人

数乗車の使用実態といった現代の状況に着目し、新しいモビリィティのカ

タチ、１００％電気自動車 NISSAN New Mobility CONCEPT（以下「ＮＭＣ」）を提案し、

その活用の可能性を研究しているそうです。門司港レトロ地区や横浜元町をはじめとする各地域での

試乗会の他、青色防犯パトロールとしての活用や訪問診療・看護の現場での活用なども試行的に実施

しているそうです。この度、鎌倉市においても試乗会を開催し、鎌倉のまちでＮＭＣができることは

何だろう？ＮＭＣを活用して鎌倉をどの様なまちにすることができるのだろうか？を考えてみまし

た。当日は、小雨の降る休日にもかかわらず、日産自動車㈱テクノロジーマーケティング室＆有志、

企業間フューチャーセンターの方々・鎌倉市民・市職員の総勢４２名が参加してくれました。午前中

は、ＮＭＣと電気自動車に試乗させていただきました。

ＮＭＣは、前後に２人乗りで、屋根はありますが、サイ

ドは空いています（オプションでドア取付可）。長さ 

２３４㎝、幅１１９㎝、高さ１４５㎝とコンパクトなサ

イズにも関わらず、最高速度は、時速８０㎞だそうです

（もちろん今回はテストできませんでした）。非常にコンパクトなので狭い道に多くの歩行者がいて

も比較的スムーズに走ることができました。歩行者を避ける時もクラクションを鳴らすのではなく、

「こんにちは、すみません！」と声をかければ「あっ、ごめんなさい」とちょっとしたコミュニケー

ションが生まれました（いつもの？「邪魔だなぁ」「危ないなぁ」といった険悪な感じはありません

でした）。 

ただ、開放的であるため普通の自動車と比べると寒いし、雨の吹き込みもありました。しかし、日

産自動車の方から「自動車だと思うからですよ。バイクだと思えば快適でしょう？これは、自動車で

もバイクでもない、ＮＭＣですよ。」と言われ、納得しました。既成概念って恐ろしい！試乗した方々

番外編 
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からは、「鎌倉のまちのサイズにあった乗り物」「まちにとけこむ感じ」「外の音、空気が感じられ

る」「観光客とのコミュニケーションが楽しい」などの感想が寄せられました。 

午後からは、ワールドカフェ。軽やかな音楽が流れ、お菓子やコーヒー・

ジュースなどのドリンクが用意された会場は、いつものワールドカフェとは

少し雰囲気が異なっていました。参加者４２名が８つのテーブルにわかれ、

「こどもたちに残したい鎌倉の姿 ～電気自動車の可能性～」を全体テーマ

として「鎌倉の好きなところ、良いところ、自慢できるところはどこです

か？」「あなたは、こどもたちにどんな鎌倉を残していきたいですか？」「そ

のために、鎌倉のどんなところを良くしたいですか？」「そのために、あな

たはどんなことをやりたいですか？」の４つのテーマでカフェセッションを

行いました。「鎌倉はわくわくするまち」「遠足の想い出がいくつになって

もそこにあるまち」「規制するのではなく、皆が競って守りたくなるようなまちにし

たい」などの意見が交わされました。普段、あまり接することの無い異業種の方々の

参加で多くの刺激を受けたと感じたのは、私だけではなかったと思います。 

「他社との競争や快適性の向上を追求して来た結果、車のサイズは大きくなってき

た。今日、鎌倉のまちを走ってみて地域にあったスケールの重要性を改めて感じた。」

と日産自動車の方が話していたのがとても印象的でした。鎌倉のまちから発信できる

ことは、本当にたくさんあり、もっともっといろいろな事にチャレンジして

いくことの必要性を感じた一日でした。 

午後のワールドカフェは、松尾市長も参加してくれて、大いに盛り上がり

ました。スタッフの皆さん、参加してくれた皆さん、ありがとうございまし

た＆お疲れ様でした！ 

 

 第１回 政策形成入門講座の開催 

１１月２８日（水）１７時４５分から職員２３名に加え、南・石井政

策創造専門委員の出席により「第１回 政策形成入門講座」を開催しま

した。この講座は、職員の政策形成能力向上を目的としたもので、今年

度は試行として２～３回の開催を予定しています。 

第１回目となる今回は、「鎌倉の現状を分析する」をテーマに「鎌倉市

の人口推計」と「鎌倉市の財政状況」について大隅政策創造担当課長、

内海財政課長からそれぞれ講義がありました。「鎌倉市の人口」では、今

後の人口減少、少子高齢化の進行の予測とそれによる影響を「財政状況」では、市の歳入と歳出、今

後の予測や地方交付税についての説明がありました。 

各講師の説明の概要は、次のとおりです。 

 

●鎌倉市の人口について 

現在の鎌倉は、昭和３０年代、４０年代に、東京や横浜など大都市のスプロール化に影響を受け、

大規模な分譲地の開発などにより、いわゆるベッドタウン、住宅都市として大きく成長してきまし

たが、昭和５０年代の半ばになると人口の増加も落ち着き、昭和６２年９月の 176,489 人をピー

クに、本年１１月 1日の人口は、174,109 人、世帯数は 73,221 世帯となっています。 

過去１０年間の推移を見ると、まだ人口減少には突入していませんが、将来人口推計の結果から、

今後、本格的な人口減少社会に突入します。 

また、本市の場合、県内でも１,２を争うくらい少子高齢化が著しく、このまま推計のとおりに人

口が減少すれば、社会経済状況に大きな影響を及ぼすだけでなく、今後、ますます高齢者への行政

負担が大きくなることが想定されます。 

今後、団塊の世代を含め、少子高齢化の急速な進行が予測される中で、若年層と高齢者層が共存で

きる、バランスのとれた施策が求められるところですが、厳しい財政状況の中で、より効果的な施

策を展開する必要があります。 
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●財政状況について（地方交付税交付団体・不交付団体について） 

鎌倉市の財政の特徴としては歳入については自主財源比率が高く、特に、一人あたりの個人住民税

では全国７７６市中、高い方から６位（Ｈ２２）となっています。一方、歳出については、２４．６％

を人件費が占めており全国７８２市中、高い方から８位（Ｈ２２）となっています。 

また、鎌倉市は地方交付税が交付されない不交付団体であり、一般的には不交付団体は裕福な団体

と言われています（全国約１７００市町村のうち５４市町村が不交付団体）。 

地方交付税は、本来、地方の税収入とすべきですが、地方公共団体間の財源の不均衡を調整するた

め、国税として国が代わって徴収し、一定の基準によって再配分される交付税であり、財政力指数に

より交付・不交付の判断がされています。 

  その財政力指数が１を割ると交付団体となりますが、近年、財政状況の悪化に伴い本市の指数は平

成２１年度の１．２１５から平成２４年度では１．０１３となっているため、今後、交付団体となる

可能性が高くなってきています。 

このような財政状況を踏まえた上で、これからの行政運営を行っていく必要があります。 

 

その後、南専門委員の進行で意見交換が行われました。南専門委員か

らは、我が国の高齢化の進行は世界でも例を見ない速さである（高齢化

率７％から１４％までの移行期間をみるとフランス１１５年、スウェー

デン８５年であるのに対し、日本は２４年）。単に人口の増加に対応し

た施策を進めれば良いわけではなく、人口増加により生活保護費が膨ら

んで困っている大阪市や、若年人口誘致のために導入した小児医療費助

成が今では自治体間競争の火種となり、自治体財政を圧迫しているとい

った事例の紹介、また、地方交付税交付団体となることで大きな制約はないものの、交付の基準に従

って仕事をするようになってしまうと、質の高い住民サービスを提供できなくなるなどの話がありま

した。 

「今の時代、自治体は借金をするべきか」をテーマとしたディスカッションでは、「この時期、投

資は最低限におさえるべき。」「ある程度のリスクをとってもリターンに期待したい。職員のモチベー

ションも高まる。」「投資にはしっかりとした戦略が必要。」などの活発な意見が交わされました。世

代や部署の垣根を超えて、鎌倉の未来について議論を交わし、職員一人ひとりが政策形成能力を高め

ていくための取組みを今後も定期的に続けていきたいと思います。 

 

*.....* 石井専門委員コメント*.....* 

政策形成は行政や自治体で日常的に行われている作業ですから、その基礎となる事項、たとえば

本市の現状と課題、将来予測される状況、本市を取り巻く社会状況などを常に認識しておくことが

必要です。立案に際しての視点は少子高齢化、環境、国際化、情報化、市民参加と協働、情報公開

や個人情報保護など…。こうしたポイントを整理・共有するために「政策形成入門講座」の活用が

期待されます。何よりも大切なのは市民の立場で考えること。さらには課題についての理想の姿＝

ビジョンを描く姿勢を常に養うことが重要と考えます。 

 

 ソーシャルメディア facebook を活用した研究をスタート 

鎌倉の隠れた魅力、それを守るための日々の活動やまちへの想いを市民が発信するこ

とで、市民のまちに対する愛情を可視化し、さらに多くの鎌倉ファンが共有することで、

まちの魅力を高めていこうというプロジェクトをスタートします。 

鎌倉在住・在勤、鎌倉市内に住所を有する法人の方々に facebook の管理人（「かまくらさん」）に

なっていただき、好きな場所や風景、お気に入りのお店、地域の出来事、日常の気遣いなど、鎌倉の

魅力や愛着にあふれた想いを発信していただくことで、多くの人たちに鎌倉を身近に感じてもらおう

という試みです。「みんながこんなに大切にしているまちなんだから」と来街者のマナーが向上し、ま

た、「みんなが見てくれているからもっともっと大切にしよう」とホスピタリティーが向上したり…。

ソーシャルメディアのメリットを活用し、単なる情報発信ではなく、双方向の交流を行うことでまち

づくりにつなげようと考えています。また、日々の投稿がタイムラインに記されることで、まちの歴
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史（ソーシャルヒストリー）を皆で共有し、次代に繋いで行けたら良いなぁとも考えています。 

世界遺産登録を目前に控えた今、鎌倉のまちの魅力を世界に発信していきたいと思います。職員の

皆様も、ぜひ参加してください。よろしくお願いいたします。 

 

 第２回 政策形成入門講座 

日 時：平成 2５年 1 月３１日（木）1８:00～20:00  場所：全員協議会室 

テーマ：鎌倉市の公共施設を考える 

      次の世代に負担を残さない公共施設のあり方（維持・管理・運営）につ 

いて 

 

◆◇◆ その他 ◆◇◆ 

ご意見等ありましたら下記までお願いします。 

また、原則として無断転載を禁じます。なお、転載を希望される方はご相談ください。 

◆◇◆ 『Ice Break』に関するお問い合わせ ◆◇◆ 

 鎌倉市 政策創造担当 

神奈川県鎌倉市御成町 18 番 10号 

TEL：0467-23-3000 （代表） 

   （内線 2793） 

FAX：0467-23-8700 

mail：souzo＠city.kamakura.kanagawa.jp 
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5-4 プラチナ構想スクール 

(発表資料) 
 

-169-

��㈳���



-171-

��㈳���



   

      

   

 

-172-

��㈳���



-173-

��㈳���



-174-

��㈳���



-175-

��㈳���



net.  

-176-

��㈳���



•  

H.18 60 →H.24 124  
 
•  

IT  
 

 

•  
 

T

net.  

•  
It  

    
 

 
 

 
 

  

 

 
 

net.  

-177-

��㈳���



•  
 

•  
 

•  
 

•  
 

•  
•  

 
 net.  

•  
•  
•  
•  
•  

 

•  
 

 
 

net.  

-178-

��㈳���



 

 

 
 

PR

 
 

 

 

 

 

net.  

•  
IT  

•  
 

•  
 

•  
 

 

net. 

 

 

 

 

net.  

-179-

��㈳���



•  
•  
•  
•  

 

net.  

 
•  
–  
–  
–  

•  
–  
–  

net.  

-180-

��㈳���



-181-

��㈳���



 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度鎌倉市政策創造担当業務報告書 

平成 25 年６月発行 

鎌倉市政策創造担当 

〒248-8686 鎌倉市御成町 18 番 10 号 

TEL 0467-23-3000（代表） 

FAX 0467-23-8700 


